
支援室メンバーの紹介
　平成28年４月より、中重敬子統括看護部長、末
永真由美室長補佐、東美奈主任、上前詩織事務員の
新体制で、活動を始めております。
　本年度も看護師の皆様を支援する活動の充実を図
り、様々な問題に全力で取り組んで参ります。
　どうぞよろしくお願い致します。

　平成28年４月16日（土）に、第１回臨地実習指導者・教員合同研修会を実施しました。
　研修受講者は、慈愛会の実習指導者（登録者）、教育担当副看護部長、教育担当看護師長、副看護師長、看護師長、看護部長、鹿児島中央看護専門学校専
任教員、支援室、合計85名でした。
　本研修は、『基礎教育において質の高い臨地実習環境を提供するための実習指導者・教員の育成』を目的とし、①臨地実習の目的・意義を再認識できる。
②実習指導者・教員の役割を理解し、より良い実習環境を提供することが出来る。③自己の教育観を確立し、スタッフへの良いリーダーシップが発揮出来
る。④指導者と教員の連携を充実させ、学生指導が効率よくできるよう調整出来る。の４つの具体目標の基に実施されました。
　１日を通して、講義やグループワーク、親睦会などがあり、実り多い研修となりました。

 平成28年度は、診療報酬改定の年度となり早くも7対1看護体制維持を２分する動きが聞こ
えてきております。超高齢化に伴う医療費の抑制を国は、高齢者の自立、在宅医療、在宅死
という形でますます在院期間の短縮を求めてきております。我々看護職も、生涯看護師を目
指し、最後の最後まで人のケアをし続けられる宿命を背負っているような気がします。
　慈愛会看護部は、働き甲斐のある病院づくりに力をいれてきました。育成・動機づけ・互
いをリスペクトすること・目標管理・キャリア開発など進んできていると思います。
　中堅層が辞めていく病院から、中堅層が頼りになる病院に成長しているのではないでよう
か。　新人の年度最後のナラティブ発表を聴き、先輩看護師や看護師長の屋根瓦式サポート
体制で、一人ひとりを大切に育てて下さっていることが充分伝わりとても心が温まりまし
た。新人の離職率“ゼロ”が続いていることも証明していると思います。クリニカルラダー
に則ってレベルⅡの取得にも頑張って欲しいところです。引き続き師長さんからも支援をお
願いします。
　さて、人材育成は充分整いつつありますが、健全経営という観点では多くの課題がありま
す。看護師不足と言われているにもかかわらず、新卒の看護師さんが多く入職し、看護師の
増員もしていただきました。
　皆さんは、『リンゲルマンの法則』をご存知ですか？　『人間は人が増えれば増えるほど
手抜きをする』ということです。この法則はどの世界にも発生するらしいです。言いたくな
いですが、男性より女性に多いとか？　（悔しい!!）　つまり、人を増やしたからって効率
が上がるとは限らないのです。今年度は、これ以上人は増やさず、無駄な動きを抑え、効率
よく働き、時間外勤務をなくすることです。結果ワークライフバランスが良くなる。少ない
人数の時代のように100に近い力で働くといいのです。決してサボっているとはいいません
が、その法則に乗っかると不満や疲れが出てきますので要注意です。　エンプロイアビリ
ティ（雇用されうる能力）を高めていきましょう。　　　　　　　統括看護部長；中重敬子
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平成28年度　看護職員就職説明会　開催
　平成28年５月８日（日）に看護職員就職説明会を開催しました。今年度は、今村病院７名、今村
病院分院11名、谷山病院５名、奄美病院２名、徳之島病院２名、愛と結の街３名、本部２名、支援
室４名の計36名のスタッフで来場者を迎えました。足元の悪い中、県内外から41名の方にご来場い
ただきました。
　今年度は各施設ブランディングチームを立ち上げ、力作揃いのプレゼンテーションやブース説明に
参加者の眼が輝いていました。また、各病院長にもDVD出演やプレゼンテーションに参加して頂
き、コメディカルスタッフの協力も多くチーム医療が光る内容に、病院だけでなくチームワークの良
さを知っていただく良い機会となりました。

平成28年度　第1回　臨地実習指導者・教員合同研修会　実施
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